
五反田運動広場予定地

―

　
用
地
買
収
費
１
９
４
５
万
円

と
売
払
い
収
入
の
詳
細
は
。

―

　
海
老
沢
地
区
宅
地
開
発
に
伴

い
、
土
地
開
発
基
金
で
取
得
し
て

い
た
土
地
代
金
を
基
金
へ
戻
す
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
土
地
は
開
発
業
者
へ
５
８

３
万
円
で
売
却
す
る
こ
と
に
な
る
。

―

　
取
得
費
に
比
べ
て
売
却
費
が

安
い
理
由
は
。

―

　
取
得
費
は
当
時
の
購
入
価
格

で
あ
る
。
売
却
費
は
、
宅
地
開
発

の
採
算
性
を
考
慮
し
単
価
を
設
定

し
た
。

―

　
小
学
校
の
遊
具
工
事
は
、
点

検
の
結
果
危
険
な
の
で
更
新
す
る

の
か
。

―

　
遊
具
は
設
置
か
ら
相
当
年
数

が
経
過
し
て
い
る
の
で
更
新
す
る
。

　
現
在
あ
る
８
台
全
部
を
撤
去
し
、

新
た
に
７
台
に
す
る
。

―

　
整
備
内
容
と
工
期
は
。

ー
　
広
場
の
整
備
工
事
、
遊
具
設

置
、
暗
渠
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

工
期
は
今
年
度
中
を
予
定
し
て
お

り
、
管
理
は
衡
中
北
地
区
に
な
る
。

―

　
国
道
４
号
拡
幅
で
一
部
が
買

収
さ
れ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
面

積
、
売
渡
金
額
、
建
物
補
償
の
詳

細
は
。

―

　
買
収
面
積
は
１
８
３
３
㎡
、

土
地
代
が
３
４
０
０
万
円
で
、
建

物
補
償
料
を
含
め
売
渡
金
額
は
総

額
６
４
３
９
万
円
で
あ
る
。

　
建
物
撤
去
費
用
を
除
い
た
残
金

４
２
４
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
る
。

―

　
建
物
撤
去
後
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
や
バ
ス
待
合
所
の
利
用
は
ど
う

す
る
の
か
。

―

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
利
用
で
き

な
く
な
る
。

　
バ
ス
待
合
所
は
必
要
な
の
か
今

後
検
討
す
る
。

ー
　
整
備
に
張
芝
工
事
は
含
ま
れ

る
の
か
。

　
工
事
中
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
・

ト
イ
レ
は
使
用
で
き
る
の
か
。

ー
　
張
芝
工
事
に
つ
い
て
は
、
地

元
住
民
と
協
議
中
で
あ
る
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
使
用
で
き

る
が
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
工
事

区
域
内
で
あ
り
、
使
用
不
可
で
あ

る
。

令和３年度

補正予算 に5,900万円五反田運動広場整備全会一致で可決

主

な

質

疑

五
反
田
運
動
広
場
整
備

村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
撤
去

公
共
施
設
用
地
取
得

答 問

答 問

答 問

答 問答 問
小
学
校
遊
具
更
新

答 問

答 問
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―

　
給
付
金
の
対
象
者
は
。

―

　
低
所
得
者
の
子
育
て
支
援
で

あ
り
、
令
和
３
年
住
民
税
非
課
税

世
帯
、
児
童
手
当
受
給
者
に
、
子

ど
も
一
人
に
付
き
５
万
円
を
申
請

な
し
で
直
接
給
付
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

―

　
対
象
と
な
る
人
数
は
。

―

　
住
民
税
が
確
定
後
と
な
る
が
、

50
〜
60
名
と
想
定
し
て
い
る
。

―
　
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
、
整
備
の
時
期

と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
台
数
は
。

―

　
商
品
券
の
支
給
額
は
。

―

　
全
村
民
を
対
象
に
一
人
あ
た

り
、
３
千
円
の
商
品
券
を
支
給
す

る
。

―

　
支
給
に
伴
い
認
定
す
る
期
日

は
い
つ
か
。

―

　
ひ
ら
麻
呂
商
品
券
の
支
給
基

準
日
を
令
和
３
年
６
月
30
日
に
し
、

混
乱
の
な
い
よ
う
郵
送
で
の
交
付

と
す
る
。

―

　
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を
７
月
に
整
備

し
、
庁
内
職
員
と
予
備
を
含
め
20

台
購
入
す
る
。

６月定例会

　
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の

３
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
専
決
処
分
承
認
６
件
、
条
例
一
部
改
正

１
件
、
財
産
取
得
１
件
、
村
道
路
線
認
定
１
件
、
請
負
契
約
１

件
、
契
約
変
更
１
件
、
令
和
３
年
度
予
算
補
正
３
件
の
14
議
案

が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
繰
越
予
算
４
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
、
規
則
の
一
部
改
正
１
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
８
Ｐ
か
ら
12

Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

に5,900万円五反田運動広場整備
一般会計予算
43億5,500万円
（2億3,700万円増額補正）

主

な

質

疑

ひ
ら
麻
呂
商
品
券
支
給

子
育
て
世
帯

生
活
支
援
給
付
金

答

◎各種会計補正
会　　計　　別

戸別合併処理浄化槽特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

24万円

46万円

補　正　額

4,104万円

2億3,006万円

予　算　額

◎歳　入
新型コロナ対策地方創生交付金･･ 3,071万円
防衛施設周辺整備調整交付金 ･･･ 5,000万円
感染症予防事業費等補助金 ････ 1,825万円
子育て世帯生活支援給付金 ･･････746万円
社会資本整備総合交付金 ･･････ 1,986万円
新型コロナ対応事業者支援
　　県補助金 ･････････････ 1,036万円
土地売払い収入 ･･･････････ 3,985万円

補正の主なもの
◎歳　出
村民テニスコート等撤去工事 ･･･ 2,200万円
子育て世帯生活支援特別給付金････645万円
新型コロナワクチン接種 ･･････ 1,290万円
家計支援、消費拡大事業補助金･･ 1,812万円
地域産業継続支援金･･･････････936万円
五反田運動広場整備･････････ 5,900万円
小学校遊具更新････････････ 1,145万円
村道改良工事 ･････････････ 4,023万円

庁
舎
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入

答 問答 問

答 問答

問

問
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張り替えされるそりすべり

―

　
そ
り
す
べ
り
は
設
置
し
て
か

ら
改
修
ま
で
の
年
数
は
。

―

　
平
成
10
年
代
に
大
規
模
改
修

工
事
を
し
て
い
る
。

　
今
回
は
人
工
芝
の
滑
走
部
分
を

全
面
張
り
替
え
る
。

―

　
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
内
の
遊

具
に
は
毎
年
多
額
の
経
費
が
か
か

っ
て
い
る
。
利
用
者
の
一
部
負
担

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

―

　
今
年
度
は
指
定
管
理
の
更
新

時
期
に
あ
た
る
た
め
、
業
務
の
見

直
し
に
併
せ
有
料
化
を
検
討
し
た

い
。

―

　
橋
台
工
が
コ
ン
ク
リ

ー
ト
か
ら
土
砂
埋
戻
し
に

な
り
、
安
全
性
に
問
題
は

な
い
か
。

―

　
良
質
土
の
埋
戻
し
に

よ
り
構
造
上
問
題
な
い
。

―

　
工
事
は
令
和
元
年
度

か
ら
の
繰
り
越
し
で
、
長

期
間
村
道
が
通
行
で
き
な

い
状
態
で
あ
る
。

　
期
間
内
に
完
了
し
、
通

行
に
支
障
の
な
い
よ
う
工

事
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

―

　
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
る
の
で
、
１
ヶ
月
工

事
が
伸
び
る
が
、
工
期
の

短
縮
に
努
め
て
い
く
。

※写真撮影のためマスクをはずしております。

令和２年度万葉クリエートパーク
遊具更新工事

請負
契約

中山橋架替工事（下部工)契約
変更

主
な
質
疑

答 問答 問

主
な
質
疑

答 問答 問

契約目的

工事概要

契約方法

契約金額

契約相手

工　　期

令和２年度万葉クリエートパーク
遊具更新工事（その２）

そりすべり（子どもゲレンデ）
地盤整生・人工芝張替え

条件付一般競争入札
（総合評価落札方式）

7,304万円

株式会社　松川土木

令和３年12月20日

橋 台 工

護 岸 工

構造物取壊工

契約金額

完成期日

変更前

コンクリート埋戻し

大型張ブロック＝118㎡

87㎥

１億4,139万円

令和３年６月30日

変更後

土砂埋戻し

大型張ブロック＝60㎡

77㎥

１億3,817万円

令和３年７月30日

第189号（令和３年７月29日）（５） おおひら議会だより

村道大瓜北側線から見た認定路線

―

　
村
道
認
定
の
基
準
は
。

―

　
昭
和
56
年
に
基
準
を
定
め
て

い
る
。
起
点
・
終
点
が
直
接
公
道
に

つ
な
が
り
基
準
に
合
致
し
て
い
る
。

―

　
ご
み
集
積
所
な
ど
の
設
置
に

つ
い
て
、
地
区
区
長
と
の
協
議
が

必
要
で
は
。

―

　
担
当
課
・
地
元
の
方
々
と
事

前
協
議
を
し
進
め
て
い
く
。

―

　
シ
ス
テ
ム
の
機
械
器
具
の
管

理
は
。
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

―

　
事
業
者
側
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

な
ど
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
３
ヶ
月
前
に
テ
ス
ト
を
し
、

令
和
４
年
１
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で

証
明
書
が
交
付
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

―

　
５
年
間
の
リ
ー
ス
よ
り
買
い

取
り
契
約
の
方
が
安
く
な
る
が
、

保
証
な
ど
は
大
丈
夫
か
。

―

　
買
い
取
り
後
に
保
守
契
約
を

結
び
、
５
年
間
の
保
証
も
付
く
。

五反田５号線

主
な
質
疑

答 問答 問

主
な
質
疑

答 問答 問

６月定例会

戸籍証明書コンビニ交付
　　システム機械器具を取得

道路
認定

財産
取得

取得内容

契約方法

契約金額

契約相手

コンビニ交付システムハードウェア一式
本籍地サービスソフトウェア一式

随意契約

1,650万円

富士フイルムシステムサービス㈱

路 線 名

起　　点

終　　点

路線延長

幅　　員

五反田５号線

大衡村大衡字五反田

大衡村大衡字五反田

41ｍ

　6ｍ
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一般
質問

※会議録は大衡村議会ホームページで閲覧できます。

一般質問 村政を問う

質問者一覧表

5名の議員が登壇
石　川　　　敏
•消防団員の処遇改善を

小　川　克　也
•対コロナで変わる学校は

赤　間　しづ江
•デマンドタクシー試験運行の概要は

佐　野　英　俊
•デマンド型タクシーの試験運行について
•水道事業のみやぎ型管理運営方式について

小　川　ひろみ
•教育行政について
•稲作農家支援種もみ代半額助成を

定例会ごとに、村長や教育長な
どの執行機関に対し、事務の執行
状況や将来の方針などについて、所
信や疑問を質すこと、あるいは報
告や説明を求めることを言います。

次の定例会は

９月１日（水）
からの予定です

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問とは

（７） おおひら議会だより 第189号（令和３年７月29日）

発議第　1号　大衡村議会会議規則の一部改正について

議案第30号　財産の取得について

議案第31号　村道路線の認定について

議案第29号　大衡村予防接種健康被害調査委員会設置条例
の一部を改正する条例の制定について

議案第33号　令和３年度大衡村一般会計予算の補正につい
て

議案第34号　令和３年度大衡村下水道事業特別会計予算の
補正について

議案第35号　令和３年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計予算の補正について

報告第　1号　令和２年度大衡村一般会計繰越明許費繰越計
算書について

報告第　2号　令和２年度大衡村一般会計事故繰越し繰越計
算書について

報告第　3号　令和２年度大衡村下水道事業特別会計繰越明
許費繰越計算書について

報告第　4号　令和２年度大衡村水道事業会計予算繰越計算
書について

議案第36号　令和２年度万葉クリエートパーク遊具更新工
事（その２）の請負契約について

議案第32号　令和元年度中山橋架替工事（下部工）の請負契
約の変更について

承認第　2号　専決処分の承認を求めることについて
〔大衡村税条例等の一部を改正する条例の制
定について〕

承認第　4号　専決処分の承認を求めることについて
〔令和２年度大衡村一般会計予算の補正につ
いて〕

承認第　5号　専決処分の承認を求めることについて
〔令和２年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計予算の補正について〕

承認第　6号　専決処分の承認を求めることについて
〔令和２年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別
会計予算の補正について〕

承認第　7号　専決処分の承認を求めることについて
〔令和３年度大衡村一般会計予算の補正につ
いて〕

承認第　3号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　〔大衡村諸収入金の督促手数料及び延滞金徴

収条例の一部を改正する条例の一部を改正す
る条例の制定について〕

令和３年6月定例会提出議案　19件令和３年6月定例会提出議案　19件

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇採決状況表◇

議　　　　案
議決結果

(賛成:反対)

承認第２号～第７号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号～第35号

報告第１号～第４号

議案第36号

発議第１号

承認(10:0)

可決(10:0)

可決(11:0)

可決(11:0)

可決(11:0)

可決(11:0)

報告は採決しない

可決(11:0)

可決(11:0)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

細
川

　運
一

佐
藤

　
　貢

佐
々
木
金
彌

遠
藤

　昌
一

髙
橋

　浩
之

文
屋

　裕
男

佐
々
木
春
樹

赤
間
し
づ
江

小
川
ひ
ろ
み

石
川

　
　敏

佐
野

　英
俊

小
川

　克
也
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令和元年に開催された中体連

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
広
が
り
、
昨
年
は
長
期
の

臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

様
々
な
感
染
対
策
を
講
じ
て
新

学
期
を
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
換

気
・
消
毒
の
範
囲
、
頻
度
は
。

　※

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
学
校
に
お
け
る
新
し

い
生
活
様
式
の
確
立
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
通
常
と
異
な
る
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
１
年
以
上
に

わ
た
り
感
染
防
止
対
策
に
努
め

て
き
た
教
職
員
の
声
を
聴
く
こ

と
が
必
要
だ
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
毎
月
、
勤
務
時
間
と
ス
ト
レ

ス
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
校
長

と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
教
職

員
の
状
態
に
つ
い
て
把
握
し
て

い
る
。

　
昨
年
度
は
感
染
防
止
対
策
で

水
泳
授
業
は
実
施
し
な
か
っ
た
。

今
年
度
は
水
泳
授
業
の
実
施
は

可
能
か
。

　
プ
ー
ル
内
外
に
お
い
て
、
児

童
生
徒
の
間
隔
を
２
ｍ
以
上
保

つ
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら

実
施
し
な
い
が
、
水
の
安
全
等

に
つ
い
て
知
識
や
理
解
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
映
像
等
を
有

効
に
活
用
し
指
導
し
て
い
く
。

　
村
民
プ
ー
ル
は
開
放
し
な
い

が
、
中
学
生
は
例
年
夏
休
み
期

間
、
部
活
後
利
用
す
る
生
徒
が

沢
山
い
る
。
部
活
単
位
で
密
を

さ
け
、
村
民
プ
ー
ル
を
中
学
生

に
開
放
で
き
な
い
か
。

　
生
徒
の
健
康
と
安
全
を
第
一

に
考
え
て
開
放
し
な
い
。

　
部
活
動
の
活
動
状
況
は
。

　
対
外
試
合
を
実
施
す
る
場
合

に
は
連
続
す
る
土
曜
・
日
曜
日

の
ど
ち
ら
か
１
日
の
み
で
、
時

間
も
午
前
、
ま
た
は
午
後
の
半

日
と
し
、
継
続
し
て
活
動
し
て

い
る
。

　
昨
年
開
催
で
き
な
か
っ
た
中

体
連
を
今
年
度
は
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
今
年
の
中
体
連
は
無
観
客
で

行
わ
れ
た
。
観
客
数
を
限
定
し

て
、
子
供
た
ち
の
成
長
し
た
姿

を
、
保
護
者
が
観
戦
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
学
校
に

対
し
協
力
で
き
る
こ
と
が
な
い

か
、
変
化
す
る
生
活
様
式
に
対

応
し
検
討
し
て
い
く
。

一般質問 村政を問う

 

議
　員

 

教
育
長

小川　克也 議員

※

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

１
時
間
に
１
回
５
分
〜
10
分
程
度

の
換
気
・
消
毒
・
手
洗
い
の
徹
底

に
加
え
、
３
密
を
避
け
る
対
策

変化する生活様式に対応していく
対コロナで変わる学校は

 

教
育
長

 

教
育
長

 

議
　員

 

教
育
長

 

議
　員

 

議
　員

 

教
育
長

 
議
　員

 

教
育
長

 

議
　員

（９） おおひら議会だより 第189号（令和３年７月29日）

地域防災の要・消防演習

　
消
防
団
員
は
年
々
減
少
し
て

い
る
傾
向
で
あ
る
が
、
近
年
の

状
況
と
団
員
の
年
齢
構
成
は
。

　
消
防
団
員
は
現
在
１
３
９
名

で
あ
り
、
２
０
０
名
の
定
員
に

対
し
充
足
率
は
70
％
で
あ
る
。

若
年
層
が
減
少
し
、
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
る
。

　
国
の
消
防
庁
か
ら
消
防
団
の

処
遇
改
善
に
関
す
る
通
知
が
全

国
の
自
治
体
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　
村
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。

　
国
か
ら
は
、
団
員
の
年
額
報

酬
や
出
動
手
当
等
の
処
遇
改
善

や
団
員
の
確
保
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
本
村
で
は
、
年
額
報
酬
は
国

の
標
準
額
を
超
え
て
い
る
が
、

災
害
時
の
出
動
手
当
は
見
直
し

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
正
規
団
員
、
Ｏ
Ｂ
団
員
、
役

場
消
防
協
力
隊
等
の
消
防
組
織

体
制
の
今
後
の
編
成
方
針
は
。

　
Ｏ
Ｂ
団
員
や
役
場
協
力
隊
は
、

災
害
等
で
の
後
方
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
現
行
の
団
員
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
防
災

力
を
強
化
す
る
た
め
に
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。

　
10
の
分
団
を
統
合
再
編
す
る

と
と
も
に
、
役
場
協
力
隊
を
正

規
の
消
防
団
員
と
し
て
、
定
員

の
確
保
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
団
員
、
Ｏ
Ｂ
団
員
と
も
に
減

少
傾
向
に
あ
る
の
で
、
分
団
の

再
編
や
定
数
の
見
直
し
等
に
つ

い
て
消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら
、

消
防
組
織
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
。

　
役
場
職
員
の
協
力
隊
に
つ
い

て
は
、
他
町
の
事
例
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　
団
員
の
報
酬
や
手
当
は
一
括

し
て
分
団
へ
支
給
し
て
い
る
が
、

各
団
員
へ
直
接
支
給
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
手
当
は
費
用
弁

償
で
は
な
く
、
日
額
単
価
を
増

額
し
て
報
酬
と
し
て
支
給
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
団
員
の
出
動
時
の
費
用
弁
償

は
３
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
か
ら
標
準
額
が
８
０
０

０
円
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

来
年
度
に
向
け
て
見
直
し
を
検

討
し
て
い
く
。

　
団
員
の
減
少
を
止
め
る
た
め

に
も
消
防
団
の
役
割
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
団
員
の
加
入
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
団

は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
団
員
の
処
遇
の
あ
り
方
や

確
保
策
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
村
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
消
防
団
活
動
の
紹
介
や
、
学

校
で
の
防
災
学
習
等
を
検
討
し

て
い
く
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

石川　　敏 議員

来年度から見直しを進めていく
消防団員の処遇改善を

 

総
務
課
長

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

おおひら議会だより （８）第189号（令和３年７月29日）



　
自
宅
か
ら
指
定
施
設
ま
で
運

行
の
デ
マ
ン
ド
型
交
通
へ
の
期

待
は
大
き
い
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
試
験
運
行
と
し
て

き
た
が
、安
全
運
行
面
か
ら
交
通

事
業
者
に
委
託
す
る
べ
き
で
は
。

　
無
償
で
運
行
す
る
場
合
は
道

路
運
送
法
上
の
制
約
も
な
く
、

安
全
運
行
を
第
一
に
委
託
先
を

検
討
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
利
用
が
多
い
と
予

想
さ
れ
る
の
で
、
予
約
方
法
は

簡
単
に
す
べ
き
で
は
。 

　
利
用
者
は
事
前
に
登
録
し
、

利
用
前
日
ま
で
電
話
で
の
予
約

と
し
、
簡
単
な
予
約
方
法
を
考

え
て
い
く
。
　

　
廃
止
せ
ず
見
直
す
と
し
て
い

る
万
葉
バ
ス
と
、
代
替
バ
ス
駒

場
線
の
改
定
運
行
方
針
も
デ
マ

ン
ド
型
交
通
の
試
験
運
行
と
同

時
に
示
す
べ
き
で
は
。
　

　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
試
験
運

行
状
況
と
万
葉
バ
ス
の
利
用
状

況
を
見
比
べ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
も
取
り
入
れ
な
が
ら
結
果
を

踏
ま
え
検
討
す
る
。

　
村
水
道
事
業
が
受
水
す
る
大

崎
広
域
水
道
を
は
じ
め
県
の
上

下
水
道
と
工
業
用
水
の
９
事
業

が
、
民
間
に
よ
る
運
営
に
移
行

さ
れ
る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い

る
が
市
町
村
長
へ
の
説
明
は
。

　
市
町
村
長
へ
の
説
明
は
10
回

ほ
ど
行
わ
れ
、
本
年
３
月
25
日

に
事
業
運
営
権
売
却
の
優
先
交

渉
権
者
決
定
の
経
緯
や
、
そ
の

提
案
内
容
と
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
水
質
管
理
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

計
画
の
担
当
部
署
へ
の
説
明
は
。

　
説
明
は
適
宜
行
わ
れ
、
水
道

法
に
基
づ
く
51
項
目
と
水
質
管

理
上
必
要
な
１
６
８
項
目
の
水

質
検
査
は
県
が
実
施
し
、
運
営

権
者
は
全
て
の
水
質
基
準
を
満

足
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
厳
し

い
管
理
目
標
値
を
設
定
し
運
転

管
理
を
行
う
。

　
水
は
イ
ン
フ
ラ
の
中
で
も
重

要
で
あ
り
、
不
安
を
感
じ
心
配

も
あ
る
が
。

　
県
は
運
営
権
者
の
経
営
状
況

と
要
求
水
質
を
確
認
・
監
視
し
、

抜
き
打
ち
で
の
検
査
を
実
施
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
技
術
に
精
通
し
た
大
学
教
授

や
公
認
会
計
士
、
弁
護
士
な
ど

に
よ
る
経
営
審
査
委
員
会
を
設

置
し
、
水
質
検
査
結
果
の
確

認
・
監
視
と
事
業
の
運
営
状
況

を
中
立
的
な
評
価
と
分
析
を
す

る
体
制
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

出発地 Ａさん宅
Ｂさん宅 目的地

［指定場所］
Ｃさん宅

一般質問 村政を問う

佐野　英俊 議員

「
水
道
み
や
ぎ
型
」市
町
村
へ
の
説
明
は

従
来
以
上
の
万
全
な
体
制
を
構
築

運行の委託先を検討中
デマンド型タクシーの試験運行は

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

デマンド型交通「自由経路ドアツードア方式」
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試験運行予定のワゴンタイプ車輌

　
今
年
10
月
か
ら
開
始
予
定
の

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
試
験
運
行
ま
で
、
あ

と
４
ヶ
月
と
な
っ
た
。

　
運
行
日
、
時
刻
、
運
賃
な
ど

基
本
的
な
項
目
の
検
討
は
ど
う

進
ん
で
い
る
の
か
。

　
村
内
東
西
２
地
区
に
分
け
、

東
地
区
は
月
水
金
、
西
地
区
は

火
木
土
の
隔
日
運
行
と
す
る
。

自
宅
か
ら
指
定
目
的
地
ま
で
４

便
、
指
定
目
的
地
か
ら
自
宅
ま

で
５
便
運
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
運
賃
は
無
料
と
し
、
利
用
登

録
料
と
し
て
１
０
０
０
円
程
度

負
担
し
て
い
た
だ
く
考
え
で
あ

る
。

　
運
行
す
る
車
種
及
び
運
転
従

事
者
は
何
人
に
な
る
の
か
。

　
定
員
８
名
の
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ

の
車
２
台
を
考
え
て
お
り
、
運

転
者
は
４
〜
５
名
必
要
に
な
る
。

　
利
用
者
の
手
続
き
、
予
約
等

の
事
務
的
な
調
整
作
業
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
担

当
課
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

　
利
用
者
の
手
続
き
と
し
て
、

住
所
、
氏
名
を
事
前
に
登
録
し

て
も
ら
い
、
利
用
予
定
日
の
前

日
ま
で
に
時
間
、
目
的
地
を
予

約
す
る
。
受
託
先
が
事
務
調
整

作
業
を
担
う
事
に
な
る
。
村
の

担
当
課
は
、
企
画
財
政
課
と
な

る
。

　
試
験
運
行
に
関
す
る
村
民
へ

の
周
知
の
方
法
と
、
そ
の
時
期

は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　
現
在
も
運
行
形
態
等
は
検
討

中
で
あ
り
、
方
向
性
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
や
チ
ラ
シ
等
で
お

知
ら
せ
す
る
。

　
運
行
委
託
先
が
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
、
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
説
明
と
違
う
状

況
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
登
録
者
数
が
伸
び
ず
、
現

体
制
で
は
受
託
が
困
難
で
あ
る
。

人
材
派
遣
業
の
許
可
を
得
る
ま

で
資
格
取
得
を
含
め
、
１
年
程

度
か
か
り
、
試
験
運
行
に
間
に

合
わ
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
委

託
先
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
事
業

者
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
も
選
択

肢
の
一
つ
で
、
そ
の
他
の
手
段

に
つ
い
て
も
検
討
中
で
あ
る
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

赤間しづ江 議員

利用者登録制で運賃は無料とする
デマンドタクシー試験運行の概要は
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　大衡村議会では、これまで開催しておりました
「住民と議会との懇談会」を、新型コロナウイル
スの感染拡大防止のため、中止といたしました。
昨年に引き続き議会に対する皆さんの声を手紙で
お聴かせください。
　別紙の手紙やFAX・メールでお寄せください。
議員一同お待ちしております。 

村内各地で活動している団体の皆様と議会議員との気軽な懇談会をします。
住みよい地域づくりを目指し、地域の課題を共に考えてみませんか。
懇談を希望されるグループは、議会事務局までご連絡をお願いします。

〈企画内容〉
〇対象は概ね５～６名程度のグループとし、

議員もほぼ同じ人数での意見交換。
〇会場は平林会館・公民館などを予定。

◆ あて先 ◆
大衡村議会事務局
ＴＥＬ：022-345-6030
ＦＡＸ：022-341-2445
メール：gikai@village.ohira.miyagi.jp

お気軽懇 談会企画
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中学生がタブレット端末で授業

　
小
学
校
に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
が
配
備
さ
れ
る
が
、
ネ

ッ
ト
環
境
は
大
丈
夫
か
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
活
用
の
考
え
は
。

　　
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
等
で
も
う

少
し
時
間
が
か
か
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
に
は

高
額
な
経
費
が
必
要
と
な
り
、

当
面
ネ
ッ
ト
及
び
校
内
で
の
研

修
で
対
応
し
て
い
く
。

　
本
村
独
自
の
給
付
型
奨
学
金

制
度
の
創
設
を
考
え
て
は
。
　

　
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
拡
充
が

示
さ
れ
て
い
る
。
対
象
要
件
設

定
及
び
審
査
方
法
等
慎
重
に
検

討
す
る
。

　

　
今
年
度
の
事
業
で
あ
る
「
土

曜
塾
」
の
進
捗
状
況
は
。

　
開
始
時
期
は
７
月
下
旬
を
予

定
し
、
土
曜
の
午
前
に
中
学
３

年
生
、
午
後
に
小
学
５
・
６
年

生
を
対
象
に
実
施
す
る
。

　
中
学
１
・
２
年
生
に
つ
い
て

は
火
曜
の
午
後
７
時
に
計
画
し

て
い
る
。

　
受
講
経
費
は
テ
キ
ス
ト
等
も

含
め
無
償
と
し
、
６
月
下
旬
に

保
護
者
説
明
会
を
実
施
す
る
。

　
今
年
度
も
米
価
の
下
落
は
さ

け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
姉

妹
都
市
の
岩
手
県
金
ケ
崎
町
で

は
、
今
年
度
か
ら
種
も
み
代
半

額
助
成
を
し
「
稲
作
農
家
を
守

れ
」
と
支
援
事
業
を
し
て
い
る
。

　
本
村
で
も
助
成
出
来
な
い
か
。

　

　
農
家
支
援
策
と
し
て
「
農
業

環
境
整
備
支
援
事
業
」
を
創
設

し
、
農
地
や
農
業
用
施
設
の
整

備
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。

　
今
後
の
状
況
を
見
極
め
る
必

要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

　
福
島
県
喜
多
方
市
で
は
「
い

の
ち
と
食
」「
共
生
と
思
い
や

り
」「
想
像
力
と
判
断
力
」
を

育
む
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
生
き
る
力
を
育
む
た
め
の

「
農
業
科
」
を
必
修
に
す
る
こ

と
を
考
え
て
は
。

　
農
業
が
基
幹
産
業
で
、
農
工

併
進
を
目
指
し
て
い
る
本
村
に

と
っ
て
、
生
き
る
力
を
農
業
を

通
し
て
育
む
取
り
組
み
は
非
常

に
魅
力
的
で
あ
る
。
年
間
計
画

の
作
成
や
解
決
す
べ
き
課
題
が

あ
り
、
村
・
教
育
委
員
会
・
小

学
校
と
連
携
し
て
検
討
し
て
い

く
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

教
育
長

 

教
育
長

 

教
育
長

 

教
育
長

 

村
　長

小川ひろみ 議員

稲
作
農
家
支
援
種
も
み
代
半
額
助
成
を

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

「生きる力」を育む取り組みを検討
教育行政について
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工事中の中山橋架替

新しくなった図書室

両工事とも前年度からの繰り越し分であり、工期内の完了に向けて努力されたい。
中山橋については、工期内完了が難しく延期が予定されている。

イノシシ捕獲のためくくりわなを設置しているが、見回り作業軽減のため無線式パトロールシステムを導
入したが、捕獲実績は未だゼロである。設置方法等について検証する必要がある。

・被害防止電気柵購入補助金
12件　927,000円（令和３年４月現在）
・侵入防止ワイヤーメッシュ柵の設置
宮城県から16㎞分が村へ供給される。
村西部地区へ設置する予定。
設置作業労務費予算として160万円を補正する。

請負工事の進捗状況
◎令和２年度村道海老沢線改良舗装工事（繰り越し分）

◎令和元年度中山橋架替工事（繰り越し分）

◎イノシシ捕獲頭数

◎調査を終えての所感・意見

◎調査を終えての所感・意見

◎被害防止対策イノシシ対策の状況

多目的施設図書室の利用状況

心のケアハウス活動状況

調査年月日：令和３年５月18日

産業教育

工事期間
工事概要
契約金額
進 捗 率

令和２年12月25日～令和３年８月31日
施工延長Ｌ＝156.8ⅿ 幅員Ｗ＝6.0ｍ 歩道2.0ｍ
37,070,000円
４月末　15％

工事期間
工事概要
契約金額
進 捗 率

令和２年７月30日～令和３年６月30日
橋長Ｌ＝21.7ｍ 幅員Ｗ＝7.0ｍ 歩道2.5ｍ
141,388,500円
４月末　60％

開所日数
来所支援実人数
学校支援実人数
令和３年度職員体制

令和２年４月～令和３年３月　230日
小学生２名、中学生３名、合計５名
中学生24名
４名（１名増）

令和２年４月１日～令和３年３月31日

令和３年４月１日～令和３年４月30日

82頭

7頭

利用開始

利用状況 人　数
冊　数
学習室

４月
275人
699冊
326人

５月
103人
270冊
112人

令和３年４月12日

R委員会
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ペットボトル減容施設
（黒川地域行政事務組合環境管理センター）

シルバー人材センター事務局

排出される生活ごみは年々増えているため、多くの住民に環境管理センターのごみ処理状況を視察してい
ただき、ごみの分別排出と減量化について理解を求める必要がある。

目標会員数に達していないため、村の広報紙やホームページ・チラシなどで周知し、入会説明会を開催す
るなど入会者を増やす努力が必要である。

生活ごみ処理
◎令和２年度一般廃棄物処理状況（家庭ごみ）

◎1人1日当たりの排出量

◎会員状況（令和３年５月14日現在）

◎業務受注状況（令和３年５月14日現在) 

◎調査を終えての所感・意見

◎調査を終えての所感・意見

男　性 女　性 合　計 構成比
8.2%
34.7%
34.7%
18.4%
4.1%

4人
17人
17人
9人
2人
49人

1人
11人
6人
4人
0人
22人

3人
6人
11人
5人
2人
27人

年齢区分
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80歳以上
合　計

請 負 状 況区　分 件　数 作業時間人　員

※計画：黒川地域行政事務組合一般廃棄物処理計画値

シルバー人材センター

調査年月日：令和３年５月14日

総務民生

年　度
令和元年度
令和２年度

人　口
5,933人
5,839人

家庭ごみ
1,289ｔ
1,335ｔ

大衡村
595ｇ
626ｇ

県平均
641ｇ
ー

可燃ごみ
資源ごみ
不燃ごみ
粗大ごみ
有害ごみ
合　計

計　画区　分 実　績
1,135t
127t
44t
25t
4t

1,335t

1,055t
112t
31t
15t
0t

1,213t

比　較
80t
15t
13t
10t
4t

122t

108%
113%
142%
167%

―
110%

収
集
量

実　　績

予　　定

一般家庭の倒木・倒竹処理
一般家庭の支障枝葉・つた処理
一般家庭の庭木剪定
公共施設・事業所の清掃
一般家庭の防風ネット解体
一般家庭の除草
地下道清掃
村道の除草
村道歩道の除草
村道法面の除草

2件
1件
1件
3件
1件
4件
1件
1件
1件
1件

3時間
2時間
4時間

2時間/日
2時間

延べ21時間
2時間
3時間

3時間×2日
5時間×2日

3人/件
3人
3人

14人/週
2人

延べ15人
2人
3人
6人
10人

Reportレポート委員会
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議会だより 大衡中学校　２年１組

　
私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
人
と
関

わ
っ
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
が

大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
将
来
は
ホ

テ
ル
の
ベ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
自
分
の
将
来
の
夢
を
考

え
て
い
て
、
ど
ん
な
接
客
業
が
あ

る
ん
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
調
べ
て

み
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
魅
力
的
な

仕
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
一
番
興
味
を
持
っ
た
の
が
ベ
ル

ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。

 

私
は
今
、
ベ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
必

要
と
さ
れ
る
「
国
語
力
」
と
「
英

語
力
」
を
上
げ
、
夢
を
叶
え
る
た

め
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
夢
は
、
調
理
師
に
な
る
こ

と
で
す
。

　
五
年
生
の
時
、
お
い
し
そ
う
な

料
理
の
レ
シ
ピ
が
た
く
さ
ん
の
っ

て
い
る
本
を
読
み
ま
し
た
。

　
レ
シ
ピ
を
も
と
に
、「
ぶ
た
の

し
ょ
う
が
焼
き
」
を
作
り
ま
し
た
。

簡
単
な
の
に
す
ご
く
お
い
し
く
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

「
肉
じ
ゃ
が
」
「
ハ
ン
バ
ー
グ
」

「
ぎ
ょ
う
ざ
」
な
ど
を
作
り
ま
し

た
。
ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
っ
て
、

料
理
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
料
理

を
作
り
、
将
来
は
食
べ
た
人
を
笑

顔
に
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
調
理
師

に
な
り
た
い
で
す
。

輝 く村びと

暑
さ
が
き
び
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
つ

け
る
の
が
当
た
り
前
に
な
り

ま
し
た
が
、
以
前
の
生
活
に

戻
れ
る
の
が
心
待
ち
で
す
。

多
目
的
図
書
室
が
完
成
し
、

す
ず
し
い
場
所
で
の
読
書
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
元
気
に
な

り
、
収
束
す
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

小
川
ひ
ろ
み

大衡小学校　６年１組

大
瓜
神
楽
は
、
明
治
10
年
当
時

の
大
瓜
村
に
岩
手
県
か
ら
神
楽
師

を
招
き
、
地
元
有
志
が
南
部
神
楽

を
習
っ
た
の
が
「
大
瓜
神
楽
」
の

始
ま
り
で
す
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
と
戦
争
当

時
の
混
乱
や
火
災
に
よ
る
神
楽
道

具
の
消
失
な
ど
幾
多
の
苦
難
の
時

代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
代
々
地
元

の
有
志
に
よ
り
神
楽
は
継
承
さ
れ
、

現
在
の
神
楽
師
で
第
７
代
目
に
な

り
ま
す
。

昭
和
41
年
に
神
楽
を
後
世
に
伝

承
す
る
た
め「
大
瓜
神
楽
保
存
会
」

が
結
成
さ
れ
、
後
継
者
の
育
成
指

導
に
努
め
て
い
ま
す
。
大
衡
村
で

唯
一
の
伝
統
芸
能
と
し
て
、
平
成

15
年
に
は
村
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
小
学
生
に
も
神
楽
を
指

導
し
、
大
瓜
貴
船
神
社
の
祭
典
や

地
区
夏
祭
り
な
ど
で
神
楽
を
披
露

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
伝
承
文
化
と
し
て
、
歴

史
あ
る
大
瓜
神
楽
を
青
年
層
や
子

供
た
ち
の
次
代
へ
と
つ
な
い
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

大
衡
村
議
会

　
　広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

広
報
分
科
会

会

　
　長

副
会
長

委

　
　員
〃

　

〃

　

発
行
責
任
者

議

　
　長

小
川
ひ
ろ
み

佐
藤

　
　貢

赤
間
し
づ
江

小
川

　克
也

佐
野

　英
俊

石
川

　
　敏

細
川

　運
一

ベ
ル
ス
タ
ッ
フ
に

あ
こ
が
れ
の
仕
事

貴船神社祭典で奉納する子供神楽

伝
統
芸
能
を
次
代
へ

大
瓜
神
楽
保
存
会

あ
　べ
　
　　ふ
み
あ
き

　
　

神
楽
師
会
長
　阿
部
　文
章
さ
ん

松田　浬亜　さん

まつ　だ　　　り　あ

No.189

あ
と
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き
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齋藤　有里　さん
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